
第 54回 大阪市廃棄物減量等推進審議会 会議要旨 

 

 

１ 日 時  平成 26 年 2月 6日（木）午後 1時 30分から午後 3時 17分まで 

 

２ 場 所  大阪市環境局 第 1・2会議室 

 

３ 出席者 

（委 員） 

  秋山委員、上原委員、貫上委員、北井委員、桑原委員、武智委員、田村委員、花嶋委員 

増田委員、松本委員、吉田委員、吉永委員 

（大阪市説明者） 

山本環境局長、青野総務部長、山本事業部長、蓑田施設部長、馬越企画課長、金箱事業管

理課長、宮崎家庭ごみ減量課長、縣一般廃棄物指導課長、森井企画課長代理（司会） 

 

４ 議 題  ・会長、副会長の選出 

・大阪市のごみ減量施策等について 

       ・その他 

 

５ 議事要旨 

（１）委員の互選により、全会一致で会長に貫上委員、副会長に花嶋委員が選出された。 

（２）大阪市から、ごみ減量施策等について、説明があった。 

（３）意見等の概要は以下のとおり 

  ア 紙ごみ対策などの新規施策により、減量効果が出ているようであるが、家庭系ごみ

では古紙・衣類の分別収集量以上に普通ごみの減量が進んでいる状況である。 

ごみの流れといった実態把握や減量効果の分析に努め、減量が円滑に進捗している

のかを十分検証する必要がある。 

  イ 家庭系ごみの有料化については、減量効果もあるが様々な課題もあり、他都市の情

報も収集しながら、引き続き検討する必要がある。 

  ウ まずは平成 27 年度のごみ処理量を 100 万トン以下とする減量目標の達成をめざし、

既存施策の減量効果を十分検証してから、更なる減量をめざす施策について検討する

べきである。 

 

６ 会議資料 

（１）第 54回大阪市廃棄物減量等推進審議会 資料 

（２）大阪市一般廃棄物処理基本計画［改定計画］の進捗状況 平成 24年度版 


